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情報量基準による関数関係モデルの選択問題 
歯科用合着用セメントの 2 種類の強度測定法  
SENB; NTP の同等性研究  
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情報量基準量の提案と応用 
高次元多変量 2 値データの解析 
～どの遺伝子で判別できるか～ 
高次元漸近理論の開発 
～大標本漸近理論から高次元漸近理論へ～ 
　・主成分寄与率
　・小さい主成分分散の同等性検定　　　　等の高次元漸近分布を導出
　・正準相関係数 
フィンガープリントデータ 
４種類のとうもろこし：８４個の遺伝子（変数） 
どの遺伝子で判別できる？ 
変数選択法の開発 
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多変量高次元相関行列の各固有値の同等性検定 
～パーミュテーションテストを用いて～ 
平均ベクトル 
相関行列 
個の無作為標本 
固有値 
固有ベクトル 
第 i 母集団の j 番目固有値とする 
のような仮説を考える. ただし, 
を 
（○,△,○, ・・・ ,△,△） 　（ △,○・・・ ,○,○,△） 
（○,○,○,・・・,△,△,△,・・・） 
１群  2群 
検定統計量　
　を求める 
検定統計量　
　を求める 
一つにまとめる 
（１ 群と ２ 群に振り分ける） 
（○,○,○,・・・,○）　 （△,△,△,・・・,△） 
（１回目） 
検定統計量
　　を求める （２回目） （○,○,△,・・・,△,○）　 （○,○,・・・ ,△,○,△） 
並び替えを B 回繰り返す  P 値 
SENB 
検定統計量 
主成分スコア
